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このたび、第 23 回日本放射光学会奨励賞を受賞する栄

誉に恵まれました。受賞タイトルは、「真空紫外および軟

X 線領域の放射光角度分解光電子分光を用いた新しいトポ

ロジカル物質相の研究」で、主に 2つの論文[1,2]に関する

共同研究の成果が評価されたものです。この場をお借りい

たしまして、物性研の近藤猛先生、辛埴先生、中辻知先生、

富田崇弘さん、鈴木博之さん、Ikhlas Muhammadさん、

大阪大学の越智正之さん、理研の有田亮太郎先生、東北大

学の鈴木通人先生、NIMS の北澤英明先生、JAEA の芳賀

芳範さん、そして実験を手伝ってくれた近藤研の学生をは

じめとする共同研究者の皆様に深く御礼申し上げます。 

 

私が主に利用している角度分解光電子分光法(通称：

ARPES)は、単結晶試料を超高真空中でヘキ開して清浄表

面を得る必要がありますが、光を浴びる試料部分はほんの

一部で、心を込めて作製して頂いた単結晶試料の半分をヘ

キ開により真っ暗な超高真空槽の底へ落として残すことに

なります。なんとも試料ハングリー、贅沢な測定であるに

もかかわらず、中辻研の皆様、鈴木博之さん、北澤英明先

生には、共同研究で辛抱強く試料を提供して頂きました。

このような“救い”なくしては、今回の研究成果、まして受

賞には到底及ばなかったと思います。大変感謝しておりま

す。 

 

さて、受賞対象となった研究成果の内容についてですが、

放射光学会誌の「奨励賞受賞研究報告」[3]や物性研だよ

り[4]で紹介されておりますので、ご興味のある方はそち

らをご覧ください。このたびの受賞は研究成果に対するも

のでありますが、未熟な私に対して気合を入れ直す激励の

旨を多分に含んでいることと拝察いたします。したがいま

して、本稿ではあらためて現況とともに今後の意気込みを

したためたいと思います。 

 

セリウムモノプニクタイドのトポロジカル相を実験的に

決定した[1]ことは、受賞対象となった研究成果の 1 つで

もありますが、ここでのこだわりは、CeP から始まり、

CeAs,CeSb, そして CeBi まで電子構造観測を行って、

系統的に観察するということです。めでたく論文になった

のもこの系統的な観方によるもので、スピン軌道結合

(SOC)の大きさが変化したことによってバンドトポロジー

が非自明になる姿をはっきりと映し出しました。そして、

トポロジー以外にも大きな変化が物性で現れるのですが、

これこそ今私が立ち向かっている、複雑な反強磁性構造の

転移で、特に、CeSb では悪魔の華として知られる現象で

す。50 年以上も前から知られている現象にもかかわらず、

「なぜ CeSb で最も複雑か？」という疑問をクリアに答え

る実験結果は、私が知る限りまだ報告されていません。も

のごとを系統的に観ることにこだわりながら、学生と一緒

に実験で奮闘しているところです。 

 

早いもので、近藤研助教として着任して 4 年が経ちまし

た。これまで共同利用施設としてレーザーARPES を中心

に、数多くの素晴らしい共同研究に参加させて頂く機会に

恵まれました。また、私自身も共同施設の利用者として放

射光 ARPES を利用して、ARPES にどっぷりつかった 4

年間でした。多くの成果を得られましたのも、何よりこれ

らの恵まれた研究環境あってこそだと考えます。一方で反

省点を挙げるならば、極限コヒーレント光科学研究セン

ターの助教でありながら、どうにもコヒーレントな物理を

示せていない点です。ARPES は電子構造を直接観測でき

る強力な手法である、というのはよく聞くフレーズですが、

この利点をどうにかして極限コヒーレント光科学にまで繋

げる事が私のゴールです。“Putting more information on 

ARPES”、助教として残りの時間を費やすべき課題だと考

えております。もちろん、近々行われる再任審査で認めら

れなければなりませんが…。 

 

まだまだ力量不足、勉強不足の身ではございますが、近

藤研の次助教へスムーズにバトンタッチできるよう、周り

の皆様の力強い支えをお借りしながら一層邁進してまいる

所存です。今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。 
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